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クリニカルパス委員会の現状と未来

細　木　雄　二

は じ め に

クリニカルパスとは、医療の内容を標準化し、医
師、看護師をはじめ、医療にかかわるスタッフ全員が
治療計画を共有化することにより、チーム医療に役立
て、医療の安全や医療の質の向上を目的としている診
療計画である。入院中の治療や検査の標準的な経過を
説明するための入院診療計画書でもあり、入院の際、
患者にお渡しして、検査・手術の予定や手術後の治療
内容、食事・入浴などの生活の流れを十分理解しても
らい、安心して入院生活を送っていただくものである
（図１）。現在、内科、外科、泌尿器科、産婦人科など
16のパスを作成し実施している。

活 動 概 要

委員会の設置は平成17年７月で、開催回数は不定期
（必要時委員長が召集）となっている。構成メンバーは
委員長を含め12名、2019年度の構成は、委員長の佐野
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啓介医師（統轄副院長）以下、診療局２名、看護部３
名、医療技術部薬剤科１名、医療技術部検査技術科１
名、医療技術部リハビリテーション技術科１名、医療
技術部放射線技術科１名、医療技術部栄養管理科１名、
事務部情報管理課２名、事務局は情報管理課で情報管
理課システム担当者に委託している。
活動目的は、クリニカルパスの導入の推進及び調査
研究に関することで、活動内容は、⑴ クリニカルパス
の導入の推進に関すること、⑵ クリニカルパスの作成
の指導に関すること、⑶ クリニカルパスに関する研究
及び講習会に関すること、⑷ その他クリニカルパスに
関すること、である。

今後に向けて

今後も患者さんに治療内容などを十分にご理解いた
だき、安心して入院生活を送っていただくため、積極
的にクリニカルパスの導入を進めていきたい。
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図１　クリニカルパス書式
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